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9
月
1
5
日
か
ら

老
人
福
祉
週
間

95歳渋谷さん

96歳石川さん

市内の

高齢者

長寿をお祝い

さ
る
九
月
一
日
、
敬
老
の
日
に
先
が

け
て
池
本
市
長
は
、
九
十
五
歳
の
渋
谷

キ
ヌ
さ
ん
（
広
野
町
西
裏
）
と
九
十
六

歳
の
石
川
た
つ
さ
ん
（
小
倉
町
南
浦
）

を
慰
問
、
「
お
元
気
で
な
に
よ
り
で
す
ね
」

と
記
念
品
の
毛
布
を
ｍ
つ
て
長
寿
を
お

祝
い
し
ま
し
た
。
（
上
の
写
真
は
、
渋
谷

キ
ヌ
さ
ん
を
励
ま
す
池
本
市
長
。
下
の

写
真
は
、
「
百
歳
ま
で
元
気
で
い
ま
す
」

と
健
や
か
な
石
川
た
つ
さ
ん
）

市
長
は
、
初
め
に
広
野
町
西
裏
に
お

住
ま
い
の
渋
谷
キ
ヌ
さ
ん
（
明
治
二
十
年

一
月
十
五
日
生
）
を
訪
問
。
キ
ヌ
さ
ん

は
羽
織
姿
で
正
装
し
て
待
っ
て
お
ら
れ
、

お
年
寄
り
に
愛
と
思
い
や
り
を

さ
っ
そ
く
、
し
っ
か
り
し
た
足
ど
り
で

奥
座
敷
に
す
す
ま
れ
、
市
長
と
あ
い
さ

つ
を
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ヌ
さ
ん
は
目
も
耳
も
お
達
者
で
、

病
気
も
こ
れ
と
言
っ
て
な
く
元
気
に
過

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
番
の
楽
し
み
は
テ

レ
ビ
を
見
る
こ
と
で
。
歌
謡
曲
な
ど
も

お
好
き
で
す
が
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
取

材
番
組
や
植
木
の
手
入
れ
法
な
ど
、
座

っ
て
い
て
世
の
中
の
こ
と
や
さ
ま
ざ
ま

な
知
識
を
得
ら
れ
る
テ
レ
ビ
に
魅
力
を

感
じ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

つ
づ
い
て
お
訪
ね
し
た
の
は
、
小
倉

町
南
浦
の
石
川
た
つ
さ
ん
（
明
治
十
九

年
六
月
一
日
生
）
で
す
。

石
川
さ
ん
の
お
宅
の
向
か
い
は
お
医

者
さ
ん
で
、
た
つ
さ
ん
の
お
世
話
を
さ

れ
て
い
る
娘
さ
ん
の
八
重
子
さ
ん
は
、

「
何
か
あ
れ
ば
、
す
ぐ
来
て
く
だ
さ
る
」

と
い
う
安
心
感
を
求
め
て
大
阪
の
香
里

園
か
ら
宇
治
市
に
転
居
さ
れ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

た
つ
さ
ん
も
テ
レ
ビ
が
お
好
き
で
、

。
兼
高
か
お
る
の
旅
″
や
。
忍
者
ハ
ッ
ト

リ
く
ん
”
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
長
が
「
一
世
紀
生
き
ぬ
こ
う
と
さ

れ
る
方
は
、
精
神
的
に
も
お
若
い
で
す

ね
。
ぜ
ひ
、
百
歳
ま
で
生
き
て
、
宇
治

市
に
記
録
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

励
ま
し
ま
す
と
。
た
つ
さ
ん
は
、
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
大
き
な
声

で
こ
た
え
‘
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
市
で
は
、
最
高
齢
者
で

九
十
八
歳
の
沖
田
き
ぬ
さ
ん
（
伊
勢
田

町
井
尻
）
を
は
じ
め
、
九
十
六
歳
の
古

家
か
類
さ
ん
（
砥
道
中
筋
）
、
九
十
五

歳
の
柴
田
晋
平
さ
ん
（
木
幡
大
瀬
戸
）
、

同
じ
く
九
十
五
歳
の
桝
田
イ
マ
さ
ん
（
木

幡
西
浦
）
の
み
な
さ
ん
に
、
記
念
品
を

お
贈
り
し
ま
し
た
。

な
お
、
毎
年
最
高
齢
者
宅
を
市
長
が

訪
問
し
て
お
祝
い
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
沖
田
さ
ん
の
介
護
者
が
ご
病
気
の

た
め
取
り
や
め
に
し
ま
し
た
。
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市
長
が
敬
老

慰
問
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一近づく敬老の日－

九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
か
ら
、
老

人
福
祉
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
お
年

寄
り
を
と
り
ま
く
現
状
に
は
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
社
会
の
到
来

に
伴
な
う
諸
問
題
と
、
市
の
現
状
と
対

策
を
中
心
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

昭
和
五
十
五
年
の
国
勢
調
査
に

よ
り
車
芭
、
六
十
五
歳
以
上
の

人
口
は
全
人
口
の
九
・
三
％
を
占

め
て
い
未
で
］
。
そ
し
て
、
九
十
年

に
は
、
お
よ
そ
二
倍
の
一
八
％
台

に
な
る
も
の
と
推
計
さ
れ
、
ふ
礒
、

高
齢
化
が
か
な
り
の
速
度
で
す
す

む
も
の
と
予
測
さ
れ
ホ
チ
。
ま
た
、

核
家
族
化
か
す
す
み
老
人
だ
け
の

世
帯
の
増
加
も
著
Ｌ
ｙ
、
、
国
勢
調

査
で
は
三
十
年
か
ら
五
十
五
年
ま

で
の
二
十
五
年
間
で
約
三
倍
に
。

市
内
で
は
、
昨
年
六
十
五
歳
以

上
の
人
口
比
は
七
・
四
％
、
老
人

夫
婦
の
み
の
世
帯
が
約
五
百
世
帯
、

単
身
の
老
人
世
帯
が
約
四
百
世
帯

と
な
っ
て
い
求
了
。

平
均
寿
命
も
男
性
が
七
十
四
歳
、

女
性
が
七
十
八
歳
と
な
り
、
明
治

時
代
に
比
べ
る
と
三
十
数
歳
、
昭

和
二
十
二
年
に
比
べ
て
も
二
十
数

歳
も
大
幅
に
延
び
、
い
よ
い
よ
人

生
八
十
年
代
に
突
入
Ｌ
よ
？
と
し

こ
の
ぷ
っ
に
急
速
に
到
来
し
た
高
齢
化
社
会
夕
迎
凡
て
の
孝
人
問
題
は
、
お
年
寄
り
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
市
民
が
自
ら
の
問
題
と
し
て
考
汽
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
ま
す
。

安
心
で
き
る
老
後
の
生
活
を

お
年
寄
り
に
と
っ
て
一
番
の
関
心
事
は
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
だ
け
の
年
金
額
の
保
障
の
問
題
や
働
け
る
職
場
が
あ
る
か
ど
シ
か
の
就
労
確
保
の
問
題
で
し
ょ
う
。
核
家
族
化
が
す
す
む
な
か
で
、
老
後
の
不
安
を
解
消
す
る
年
金
制
度
の
拡
充
が
叫
ば
れ
、
現
在
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
大
部
分
は
月
額
二
万
円
台
の
福
祉
年
金
や
低
額
の
国
民
年
金
で
す
。
ま
た
、
五
十
五
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
五
十
五
歳
以
上
の
人
口
の

こ
と
し
も
、
め
で
た
く
八
十

八
歳
の
米
寿
か
迎
え
ら
れ
る
の

は
次
の
六
十
四
人
。
整
各
の

会
場
で
、
長
寿
を
お
祝
い
し
て

赤
ざ
ぶ
と
ん
を
お
贈
り
し
示
す
。

（
敬
称
略
）

（
六
地
蔵
・
木
幡
地
域
）

飯
田
ツ
ギ
、
竹
島
ス
エ
、

多
田
幸
一
、
間
山
す
ゑ
、

三
谷
静
子
、
山
岸
な
つ
、

小
間
ア
イ
、
谷
口
か
の
、

青
木
ふ
じ
、
大
石
シ
ナ
、
、

大
井
正
、
演
口
安
治
郎
、

川
那
辺
と
み
、
日
野
ト
ラ
、

藤
村
ヤ
エ

〈
五
ヶ
庄
・
菟
道
地
域
〉

小
滞
み
さ
、
高
田
鈴
枝
、

桐
渓
順
忍
、
安
本
ス
ガ
、

ふ
昇
阿
や
、
保
賀
千
代
、

大
星
す
ゑ
の
、
名
倉
キ
ク
、

岡
本
一
．
枝
、
上
嶋
を
と
へ
、

細
川
新
三
郎
、
河
合
と
き
、

（
宇
治
地
域
）

堀
井
安
蔵
、

辻
本
孝
二
郎
、

西
川
寛
次
、

猪
木
菊
次
郎
、

大
前
喜
一
郎
、

1雫濤

セ
イ
、

マ
エ
、

と
よ
、

米寿の人に

赤ざぶとん

霖

窟

（
横
島
・
小
倉
地
域
〉

公局泌

み
と
、

た
み
、

う
の
、

中
村
ヤ
ス
、

中
西
七
治
、

木
上
末
太
郎
、

岸
は
る
、
浦
谷
つ
ね
、

佐
藤
ハ
ナ
子
、
中
川
ス
エ

（
伊
勢
田
・
神
明
・
広
野
地
域
）

松
井
イ
ト
、
’
奥
村
浅
治
郎
、

若
林
み
つ
、
藤
原
カ
ス
、

中
井
シ
ス

（
広
野
・
大
久
保
地
域
）

長
村
キ
サ
、
青
田
福
治
郎
、

渋
谷
政
次
、
水
野
さ
だ
、

中
田
エ
イ
、
蒔
田
‘
耕
三
、

廣
井
あ
さ
の
、
北
村
ト
ヨ
、

瀬
津
キ
シ
ノ
、
升
田
嘉
太
郎
、

中
尾
策
郎
、
藤
野
ハ
ル
、

花
几
ユ
キ

こ
と
し
も
、
市
で
は
長
い
間
社

会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
お
年
寄
り

の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、
市
内

六
会
場
で
敬
老
会
を
開
き
ま
す
。

敬
老
会
に
来
場
し
て
い
た
だ
け

る
の
は
、
大
正
元
年
九
月
十
六
日

以
前
に
生
ま
れ
た
満
七
十
歳
以
上

の
人
で
す
。
対
象
と
な
る
人
に
は
、

は
が
き
で
日
時
や
会
場
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

敬
老
会
会
場
で
は
、
午
後
一
時

か
ら
の
式
典
後
、
民
謡
や
お
ど
り

バスの送迎もあります

敬老会にご参加を

9月12日から6会場で

の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
こ
の

巡
回
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、

混
雑
し
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
間
の
バ
ス
に
ご
乗
車
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
乗
車
の
際
、

市
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

敬
老
祝
金
を
支
給

敬
老
祝
金
は
、
九
月
ナ
五
日
現

100

人
生
い
よ
い
よ
八
十
年
に

す
す
む
高
齢
化
社
会

五
歳
以
上
の
男
子
の
四
～
五
人
に

一
人
は
働
い
て
い
る
が
、
働
く
意

志
を
も
っ
盃
筋
し
て
い
る
と
い

ラ
結
果
が
出
て
い
未
了
。

そ
れ
が
経
済
的
理
由
が
中
心
で

あ
る
点
か
ら
も
、
お
年
寄
り
に
と

っ
て
所
得
保
障
の
確
立
が
切
実
な

願
い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
ラ
か

積
極
的
な

い
き
が
い
対
策

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
心
一
で
次

に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
ぐ
る
の

が
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。

市
で
は
、
生
産
活
動
を
通
じ
て

の
社
会
参
加
を
目
的
と
し
た
老
人

園
芸
ひ
ろ
ば
を
市
内
五
ヵ
所
に
設

置
し
、
約
四
百
人
が
野
菜
や
花
つ

く
り
に
精
を
出
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
毎
年
、
老
人
大
学
や
四
年
制

が
え
車
ｙ
。

今
後
と
も
、
年
金
額
の
充
実
、

定
年
延
長
、
高
齢
者
の
雇
用
延
長
、

祗
就
職
の
促
進
を
国
民
的
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
車
ｙ
。
ま
た
、
高
齢
者
無
料
職

業
紹
介
所
や
高
齢
者
事
業
団
の
役

割
が
重
視
さ
れ
て
ぐ
る
で
し
ょ
う
。
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平
素
か
ら
の
健
康
管
理
に
努
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
が
毎
年
実

施
し
て
い
る
老
人
健
康
診
査
も
多

く
の
人
に
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
今
日
の
老
人
問
題
の
集

中
的
現
わ
れ
は
、
ね
た
き
り
老
人

の
問
題
で
し
ょ
う
。
ね
た
き
皇

人
か
世
話
し
て
い
る
家
庭
は
、
四

六
時
中
つ
き
き
り
で
介
護
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
り
旱
ハ
変
な
負

担
夕
背
負
っ
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
お
年
寄
り
の
苦

痛
と
家
族
の
負
担
の
軽
減
を
図
る

“生きがい”づくりはみんなの手で

し
て
定
期
的
に
安
否
の
確
認
を
し

て
い
ま
ず
。
病
弱
な
一
人
暮
ら
し

老
人
に
対
し
て
は
家
庭
奉
仕
員
を

派
遣
し
て
い
乖
ｙ
。

そ
し
て
、
こ
フ
し
た
援
護
か
必

要
と
す
る
お
年
寄
り
に
対
し
て
、

行
政
の
み
な
ら
す
、
市
民
一
人
ひ

と
ひ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
、

活
発
な
自
主
活
動
か
展
開
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

福
祉
環
境
と

施
設
づ
く
り

敬
老
特
集

豊かな老後のために

9月19日
西宇治中学校

専用バス時刻表

城南荘集会所 11:50　　12:20

神明小学校前 11:50　　12:25

開公民分館前 11:52　　12:27

桃　　花　　苑 12:00　　12:30

南　　陵　　町
　　(博文堂前)

12:02　　12:32

北山バス停 12:05　　12:35

安田町バス停 12:20

砂田集会所前 11:50　　12:22

塩谷医院前 11:53　　12:25

名木バス停 12:00　　12:30

城南荘バス停 11:50　　12:25

神　　　　　明
　(昭石GS北側)

11:52　　12:27

日産車体
アパートフ棟前

11:54　　12:29

9月15日
岡屋小学校

専用バス時刻表

宇治養護老人ホーム 11:30

明　　星　　町 11
12

40　　12
20　　12

00
40

三室戸寺ロ 11
12

42　　12
22　　12

02
42

府道三室戸 11
12

44　　12
24　　12

04
44

森　　　　　本 １
２ 46　　12

26　　12
06
46

新　　　　　田 11
12

48　　12
28　　12

08
48

南部公会堂 12:00　　12:30

東宇治中学校 12
12

03　　12
33　　12

06
36

明星保育園前 11
12

50　　12
20　　12

00
30

万　　福　　寺 1112
53　　12
23　　12

03
33

(S永医院向かい雷) 11
12

55　　12
25　　12

05
35

国鉄黄栗駅前 11
12

57　　12
27　　12

07
37

菟道郵便局前 12:00　　12:30

福角ショッピン
グセンター前

12:03　　12:33

9月12日
莵道第二小学校

専用バス時刻表

京阪宇治駅 12
12

00 12
20 12

05 12:10
25 12:30

宇治橋西詰 12
12

02
22

２
２ 12

32

宇治橋西詰
　(都計道路)

12:07　　12:27

県　神　社　前 12
12

04
24 .

２
２

14
34

電々公社前 12
12

06　　12
26　　12

16
36

南京信本店前 12:09　　12:29

総合庁舎前バス停 12:11　　12:31

蔭山バス停 12:00　　12:30

ユニチカ正門前 12:02　　12:32

蛇　　　　　塚
　(ウェダ酒店前)

12:00　　12:30

西町バス停前 12:03　　12:33

志　　津　　川
　(竹久酒店前)

12:00　　　　1

白　　　　　川
　(茶研入口)

12:30
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て
い
ま
す

う
ち
就
業
者
は
四
四
り
、
七
十

健康の増進のためにも余暇の利用を（東宇治老人園芸ひろばで）

の
鳳
凰
大
学
に
も
多
数
の
人
が
受

講
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
市

内
に
は
約
六
十
一
の
若
人
ク
ラ
ブ

が
あ
り
、
約
四
千
三
百
人
が
加
入
。

社
会
見
学
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

囲
碁
将
棋
大
心
一
、
研
修
合
一
、
施
設

訪
問
、
弱
気
表
会
な
ど
、
同
年

代
、
地
怒
孤
、
世
代
間
の
交
流

兌
混
に
深
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
は
、
六
土
ハ
カ
所

の
老
人
憩
い
の
部
屋
が
設
置
さ
れ
、

民
話
や
お
ど
り
の
練
習
に
励
ん
で

お
ら
元
ま
ず
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
ま
す

ま
す
発
展
す
る
ぷ
つ
植

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

介
護
・
援
護
を

市
民
的
活
動
で

次
に
切
実
な
も
の
は
、
健
康
問

題
で
す
。
近
年
、
医
学
が
進
歩
し

平
均
寿
命
が
延
び
た
と
い
わ
れ
る

一
方
、
お
年
寄
り
の
有
病
率
も
年

々
増
加
し
て
い
ま
す
。

病
気
に
な
っ
て
か
ら
の
対
策
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
病
気
を
事
前

に
予
防
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
健
康

保
持
、
増
進
」
へ
の
対
策
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
各
人
が

た
め
、
入
治
サ
ー
ビ
ス
や
、
日
陣

生
活
用
具
の
給
付
、
ね
た
き
り
老

人
慰
問
、
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
短
期

保
護
制
度
、
車
い
す
の
貸
し
出
し
、

家
庭
奉
仕
口
の
感
心
な
ど
の
施
策

を
実
施
し
て
い
乖
ｙ
。
ふ
汲
も
、

こ
れ
ら
の
施
策
の
充
実
、
拡
張
を

積
極
的
に
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
凡
て
い
ま
ず
。

ね
た
き
り
考
人
と
同
に
こ
援
護

の
必
要
な
お
年
寄
り
と
し
て
、
「
一

人
暮
β
に
彰
夭
」
の
方
々
が
お
ら

れ
ま
す
。
全
国
で
は
す
で
に
百
万

人
を
超
え
た
と
い
わ
れ
、
市
内
に

も
約
四
百
人
を
数
え
ま
す
。

市
で
は
、
愛
の
一
声
を
目
的
に

乳
酸
菌
飲
料
配
布
事
業
を
実
施
、

現
在
七
十
歳
以
上
の
方
約
百
五
十

人
が
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た

福
祉
電
話
を
五
十
五
世
帯
に
設
置

人
ま
か
せ
で
な
く

交
流
あ
る
生
活
を

さ
て
、
高
齢
者
問
題
に
対
す
る

考
え
方
で
大
事
な
の
は
、
単
に
制

度
の
創
設
と
か
施
設
忿
怨
四
す
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
市
民
一
人
ひ

と
Ｓ
＼
が
、
お
年
寄
り
に
対
し
て
い

次
に
、
お
年
寄
り
が
安
心
し
て

生
活
し
て
い
け
る
鯛
つ
く
り
、
施

設
Ｍ
備
の
訟
屁
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
も
っ

た
お
年
寄
り
で
も
無
理
な
く
市
内

參
目
巾
一
に
行
動
で
き
る
爾
つ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ふ
萩
に
は
、
市
庁
舎
の
南
側
に

福
祉
環
境
基
準
ｍ
面
的
に
と
り

入
れ
た
、
（
仮
称
）
総
合
福
祉
会

館
の
中
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

い
よ
い
恚
蔑
す
る
予
定
で
す
。

機
能
回
復
訓
練
室
や
、
和
室
、
ロ

ピ
’
－
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
、
集
会
室
、

浴
室
、
生
活
相
談
室
な
ど
か
モ
な

え
て
お
り
、
老
人
福
祉
の
拠
点
と

し
て
、
こ
こ
か
旱
ハ
き
な
輪
が
広

か
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

1
1
1
1

つ
で
も
即
座
に
援
助
の
手
を
さ
し

の
べ
る
気
構
え
夕
痔
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

ま
た
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

は
、
お
年
寄
り
自
身
も
、
何
も
か

な
人
玉
笹
で
な
く
、
社
会
と
の

交
流
を
深
め
、
生
き
が
い
を
も
っ

て
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
大
事
な

こ
と
で
し
ょ
う
。

な
ど
楽
し
い
催
し
も
の
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
丿
記
念
品

を
用
憲
し
た
り
、
血
圧
測
定
や
健

康
相
談
も
受
け
ま
す
の
で
、
ご
近

所
の
お
年
寄
り
お
さ
そ
い
あ
わ
せ

の
う
え
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

な
お
、
市
で
は
各
会
場
ま
で
敬

老
会
専
用
巡
回
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。
こ
の
巡
回
バ
ス
の
運
行
時
刻

表
は
左
・
右
表
の
と
お
り
で
す
の

で
、
専
用
停
車
場
や
時
刻
を
ご
覧

バスの送迎もあります

敬老会にご参加

を
9月12日から6会場

で 在
満
七
十
歳
以
上
で
、
今
年
の
一

月
一
日
か
ら
引
き
続
き
八
Ｕ
末
日

ま
で
宇
治
市
に
住
民
登
録
さ
れ
、

住
ん
で
お
ら
れ
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

こ
の
祝
金
は
、
敬
老
会
の
会
場

で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
案
内
状

に
つ
い
て
い
る
領
収
書
に
印
か
ん

を
押
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
。
印
か
ん
が
押
さ
れ
て
い
な

い
と
祝
金
を
お
渡
し
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

専用バス時刻表

三軒家集会所 11：4012：25

大開小学校入口 11：4212：27

城南高校 11：4512：30

大信建設前
11

1

4258

32

12

2

4711：522212：27

38

国鉄新田バス停 1112

12

4400

34

12

2

4911：542412：29

40

国道大久保バス停
1112

12

4602

36

12

2

5111：562612：31

42

大久保トップセンター111235111512 4520

徳岡医院前 111240112012 5025

さつきヶ丘入口 11：5512：35

近畿農政局横公園前 12：0012：30

愛泉病院前 12：0212：32

緑ケ原バス停 12：0ロ12：30

専用バス時刻表

宇治病院前 111245113012 5535

専売公社住宅前 111248113312 5838

木幡山手町 111250123512 0040

府道木幡 111252123712 0242

御蔵山参道バス停 111254123912 0444

御蔵山商店街入口 111257124212 0747

桐ケ丘（梅垣パン店前）12：00

能勢医院前 11124012：2030

林屋製茶前 11124312：2333

木幡郵便局前 11124512：2535

木幡公民分館前 11124712：2737

永谷宗園前 11125012：3040

笠取小学校 12：00

中御蔵山本通り（アパート白水苑前）12：0012：30

専用バス時刻表

小倉住宅前（喫茶アムール横）12：0012：30

－－－＝＝＝＝＝＝＝－¶－〃＝＝

12：0212ニ32
マツダオート前

小（＆ｇ院；ｂ5）停112：0412：34

東目川（中西紙業前）11：5012：25

西目川 11：5512：30

紫ヶ丘団地（3の通り）11：5712：32

山村医院前
11：4511：5512：05

12：1512：2512：35

西小倉集会所
11：4711：5712：07

12：1712：2712：37

万木内科医院前
11：5012：0012：10

12：2012：3012：40

農協棋島支所前 12：0012：25

101

お年寄りのための制度

市では、健康でや寸らかな老後の生活を送っていた

だくために、下表のようなお年寄りのための福祉施策

を行っています。どしどしご利用ください。

事業名 内容 問い合わせ先

老人家庭奉仕

員派遣事業

65歳以上の低所得世帯、介護するもの
がない世帯を対象に奉仕員を派遣し、

食事や家事の手伝い、介護、相談、助言にあたります。・

福祉課

老人福祉係

老人福祉電話

貸与事業

65歳以上の独居および老人世帯の低所得世帯に電話をお貸しし、電話料を補

助します。

老人健康診査

事業

65歳以上の人に老人病の予防と早期発見、早期治療のため、毎年｜回市内の

内科のある医院、病院で健康診査を実
施します。ねたきり老人には訪問健康
診査を実施します。

老人保護事業 老人を施菖祉法により、保護を要する老人曼に措置し生活の安定を図ります。

ひとり暮らし

老人へ乳酸菌

飲料配布事業

同じ大字区域内に子どもや兄弟姉妹が

いない独居老人に健康の増進と、人との交流によって日常生活の不安解消お

よび安否確認のため、日曜日と祝日を
除く毎日乳酸菌飲料を配布します。

老人園芸

ひろば事業

60歳以上の人を対象に、園芸を通じて
心身ともに健康を増進し｀社会との交
流を深められるようにｌ人当り約ｌＯｍ’（

｜区画）の土地を2年間貸し出します。（現在5ヵ所）

在宅ねたきり

老人等入浴

サービス

65歳以上のねたきり老人等に対し、特
殊入浴施設を有する施設に施設の提供
等を委託し、入浴サービスを実施しま
す。

日常生活用具

給付事業

低所得世帯に属するねたきり老人に対し、浴槽、湯沸器、特殊寝台等の日常

生活用具を給付または貸与します。

老人医療費

支，給事業

70歳以上心人心保険診療心自己負担分を公費で負担。65ｔＳ．ｔ：Ｊ．上69歳未満四人

の医療費も一定の条件に該当する人に対し、自己負担分を助成します。

社会課

福祉医療係

老齢年金
拠出年金（かけ金制）で年齢ごとに最低必要加入期間が定められており、65

歳から受けられます。年金額は物価に・
スライドします。

保険年金課

国民年金係

高齢者職業

相談

おおむね65歳以上の人を対象に毎月第3木曜日に職業紹介および相談を行い

ます。

社会福祉

協議会

ご存知ですか

10月3日
北宇治中学校

9月26日
御蔵山小学校

9月23日
南宇治中学校



1982年（昭和57年）9月11日発行（4）市政だより第605号

子
ど
も
と
老
人
を
守
ろ
う

完
成
し
た
市
営
（
無
料
）
自
転
車
置
場
（
近
鉄
小
倉
駅
）

解放文化祭
＝解放の営みを大きく、ふかく＝

9月11・12日木幡河原隣保館

肩
放
の
営
み
皐
曾
く
、

ふ
か
く
”
を
テ
ー
マ
に
し
て
、

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
連
動
」

が
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
、
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

宇
治
市
内
で
は
、
今
年
の
一
月

か
庖
〈
月
ま
で
に
交
通
事
故
が
三

百
七
十
件
も
発
生
。
特
に
子
μ
石

や
老
人
の
事
故
が
ほ
と
ん
ど
で
、

自
転
車
・
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
事
故
も

目
立
っ
て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
宇
治
市
交
通

安
全
対
策
協
議
会
を
中
心
に
、

◇
歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
者
、

特
に
子
ど
も
と
老
人
の
交
通
事

故
防
止

◇
二
輪
車
の
安
全
利
用
の
徹
底

◇
安
全
迎
転
の
確
保
、
特
に
無
謀

運
転
の
防
止

を
重
点
に
連
動
を
進
め
て
い
き
ま

す
。子

ど
も
に
対
し
て
は
、
学
校
な

ど
と
の
連
携
を
強
め
、
交
通
安
全

意
識
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

二
輪
車
対
策
に
つ
い
て
も
、
地
域

・
職
域
・
学
校
で
ご
理
解
を
い
た

九
月
十
一

二
日
間
、

日
出
、
十
二
日
面
の

木
幡
河
原
隣
保
館
で

10年前の地域の復元模型を見る子どもたち（昨年）

9月21日～30日

だ
き
、
「
暴
走
は
し
な
い
、
さ
せ
な

い
、
見
に
行
か
な
い
」
盈
昌
葉

に
し
て
、
安
全
意
識
の
徹
底
と
無

謀
運
転
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

こ
の
運
動
か
認
一
り
上
げ
る
た
め
、

催
し
や
行
事
を
予
定
し
て
い
毒
司

市
民
総
合

体
育
大
会

硬
式
テ
ニ
ス
の
部

▼
と
き
…
1
0
旦
…
…
日
、
1
7
日
、

2
1
日
、
3
1
日
▼
と
こ
ろ
…
黄
聚
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
他
ｙ
種
目
＝
・
男
子
単

複
、
女
子
単
複
、
壮
年
複
（
1
0
月

現
在
4
0
歳
以
上
）
▼
参
加
料
…
千

五
百
円
▼
申
込
み
…
9
月
Ｈ
日
か

ら
2
5
日
ま
で
に
テ
ニ
ス
箆
華
務

局
（
小
倉
町
老
ノ
木
2
0
－
6
、
広

瀬
一
博
さ
ん
、
豊
⑩
3
8
7
3
）

第
七
回
解
放
文
化
祭
が
開
か
れ

圭
ｙ
。

解
放
へ
の
ね
が
い
を
こ
め
て

地
域
で
制
作
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド

「
河
原
の
あ
ゆ
み
」
の
上
映
、

子
片
石
会
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
別

出
し
も
の
、
保
育
所
園
児
と
保

護
者
に
よ
る
「
ラ
た
あ
そ
び
」
、

作
品
展
示
や
模
擬
店
な
ど
多
彩

な
内
容
で
す
。
時
間
は
い
ず
れ

も
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
で

す
。部

落
問
題
の
解
決
は
市
民
一

人
ひ
と
り
の
課
題
で
す
。
部
落

問
題
を
理
解
す
る
場
と
し
て
、

ま
た
、
憲
法
が
保
障
し
て
い
る

基
本
的
人
権
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
と
し
て
、
解
放
文
化
祭
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
吋

（
社
会
教
育
課
）

▽
市
内
パ
レ
ー
ド

九
月
十
九
日
（
日
）
、
午
前
十
時

半
か
ら
、
市
役
所
か
ら
京
都
銀
行

宇
治
支
店
ま
で
。

▽
ミ
ニ
バ
イ
ク
講
習
会

九
月
二
土
八
日
（
日
）
、
午
後
一

時
か
ら
三
時
ま
で
、
大
久
保
自
動

車
教
習
所
。

み
な
さ
ん
お
＞
ｖ
ろ
い
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

一
方
、
市
で
は
交
通
環
境
を
良

好
な
も
の
と
す
る
た
め
、
放
置
自

転
車
を
な
く
す
衝
頭
指
導
や
警
告

な
丿
岑
Ｉ
り
返
し
て
実
施
し
て
き

ま
で
。
吊
民
体
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室

〈
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
〉

Ｖ
と
き
…
9
月
1
8
日
出
、
2
5
日

出
、
午
後
7
蒔
か
ら
4
時
ｙ
と
こ

ろ
・
：
神
明
小
学
校
▼
参
加
料
・
：
無

料
▼
対
象
・
：
小
学
4
年
～
6
年
生

▼
参
加
者
は
上
靴
を
痔
っ
て
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
〉

▼
と
き
・
：
9
月
1
9
日
㈲
、
午
前

1
0
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
伊
勢
田
小

学
校
▼
参
加
料
・
：
無
料
▼
内
脊
・
・

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
▼
運
動
の
で

き
る
服
装
で
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
吊
民
体
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
（
…
）
9
月
1
5

日
困
、
午
後
8
時
か
ら
Ｈ
時
、
横

島
小
学
校
（
’
）
9
月
1
9
日
間
、
午
前

1
0
時
か
ら
正
午
、
御
蔵
山
小
学
校

▼
内
容
＝
・
い
ず
れ
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
▼
直
接
会
場
へ
お
越
？
だ
さ

い
。
吊
民
体
育
課
）

高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
の
つ
ど
い

Ｖ
と
き
…
9
月
2
4
日
出
、
午
前

9
時
半
か
良
止
午
▼
と
こ
ろ
：
太

陽
が
丘
陸
上
競
技
場
▼
参
加
料
…

一
人
百
円
▼
内
容
…
健
康
体
操
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
。

（
山
城
総
合
運
動
公
園
）

近鉄小倉駅周辺市営（無料）自転車置堰

置
自
転
車
が
φ
忌
畠
た
な
い
の

が
現
状
で
す
。

駅
前
広
場
や
道
路
は
、
す
べ
て

単
衣
物
仕
立
教
室

▼
と
き
ニ
・
9
月
2
7
日
か
ら
1
0
月

末
ま
で
の
間
に
4
回
、
毎
回
午
前

9
時
か
ら
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
…
婦

人
用
単
衣
物
の
仕
立
▼
定
員
…
2
0

人
▼
受
講
料
…
無
料
▼
講
師
・
・
・
宇

治
婦
人
会
和
裁
教
室
グ
ル
ー
プ
ｖ

申
込
み
・
：
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

。
ト
（
Ｂ
ｃ
2
3
1
5
）
ま
で
。

（
交
通
労
政
課
）

第
4
回
こ
ど
も

手
づ
く
り
文
化
祭

▼
と
き
・
・
・
9
月
1
5
日
㈲
、
午
前

9
時
か
ら
午
後
4
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・

中
宇
治
ａ
菟
道
小
学
校
、
西
宇
治

ｌ
横
島
小
学
校
、
東
宇
治
＝
御
蔵

山
小
学
校
▼
内
容
・
・
・
ク
ラ
フ
ト
、

映
画
、
発
表
▼
問
い
合
わ
サ
：
社

会
教
育
課
へ
。
（
社
会
教
育
課
）

ろ
う
あ
婦
人

料
理
教
室

。
▼
と
孝
：
9
月
1
9
日
旧
、
午
前

1
0
時
か
ら
午
後
3
時
▼
と
こ
ろ
・
：

宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
対
象

・
・
市
内
の
ろ
ラ
あ
婦
人
ｙ
参
加
費

上
人
千
円
▼
申
込
み
・
：
9
月
1
4

日
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

健
康
教
室

9
月
は
「
が
ん
征
圧
月
間
」
で

す
。
そ
こ
で
、
「
乳
が
ん
と
子
宮
が

ん
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
健
康
教
室

を
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

自
転
車
利
用
者
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

放
置
自
転
車
の
た
め
迷
一
鸞
曼

健康教室日程表

実施日 時間 会場
講師

乳がん子宮がん

9）124日（勿ｌ

2？

3誌

分

行ｌｒｔｉｍ医療センター
田梓男医師郡介一郎医師

1叫8日（剥 小行ｉ：民館水上Ｗ夫医師久野益三医師

1Ｏ月22日（＊Ｉ 広野公民・ｉｔｆｉｉａｍ男医師田畑京子医師

101129日（砲 木幡公民館 叫什男医師ｉ！ｉ永刺ぞ医師

▼
日
程
…
右
表
▼
対
象
：
婦
人

▼
受
講
料
…
無
料
。
（
宇
治
久
世

医
師
会
・
保
健
衛
生
課
）

◇

京
都
府
警
察
官

京
都
府
警
察
官
な
ど
の
募
集
が

行
わ
れ
ま
ず
。
く
わ
し
い
こ
と
は

最
寄
り
の
警
察
署
か
派
出
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
期
間
・
・
・
（
…
）
男
子
警

察
官
1
9
月
1
日
～
2
5
日
（
…
）
婦
人

警
察
官
、
警
察
事
務
職
員
、
婦
人

交
通
指
導
員
＝
9
月
1
6
日
～
2
5
日
。

（
宇
治
警
察
署
）

市
奨
学
生

市
で
は
、
今
年
度
次
の
要
領
で

奨
学
生
公
辱
集
し
ま
す
。

▼
対
象
：
本
人
お
よ
び
保
護
者

が
市
内
に
引
き
続
き
3
年
以
上
居

住
し
、
（
学
校
が
遠
い
た
め
、
本

人
の
み
下
宿
の
場
合
も
含
む
）
学

資
の
支
出
が
困
難
で
他
の
奨
学
金

け
る
数
多
く
の
市
民
の
こ
と
も
考

え
て
、
路
上
に
自
転
車
を
置
く
こ

と
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
自
転
車
Ｋ
場
を
設
ほ

し
て
ほ
し
い
と
い
う
市
民
の
要
望

に
対
し
て
、
自
転
車
置
場
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
度
、

近
鉄
小
倉
駅
東
側
及
び
西
側
に
、

市
営
（
無
料
）
自
転
車
置
場
が
完

成
。
限
ら
元
た
ス
ペ
ー
ス
で
す
が
、

多
く
の
自
転
車
が
収
容
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）

な
ど
か
曼
け
て
い
な
い
人
▼
募
災

人
員
…
若
干
名
▼
貸
付
額
（
月
額
）

・
・
・
高
校
生
＝
（
公
立
）
四
千
五
百
円
、

（
私
立
）
八
千
円
、
高
専
生
＝
五

千
円
、
大
学
生
＝
（
国
公
立
）
八

千
円
、
（
私
立
）
一
万
千
円
。
な
お
、

奨
学
金
は
4
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

貸
与
し
ま
す
▼
申
込
み
・
：
福
祉
課

に
あ
る
願
書
に
学
校
長
の
推
せ
ん

調
書
、
成
績
証
明
、
在
学
証
明
を

そ
凡
て
9
月
3
0
日
ま
で
に
ほ
子
児

章
福
祉
係
ま
で
。
（
福
祉
課
）

◇

老
人
相
談

宇
治
明
星
園
で
は
、
あ
ら
ゆ
る

老
人
福
祉
問
題
に
応
え
て
い
こ
う

と
「
老
人
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先
・
：
社
会
福
祉
法
人
宇

治
明
星
園
（
…
兎
道
岡
谷
1
6
－
3
、

冠ぽ
け
老
人
へ
の
対
応
、
老
人
ホ
ー

ム
へ
の
入
所
に
つ
い
て
な
ロ
咎
人

問
題
全
般
▼
相
談
員
・
・
・
宇
治
明
星

園
職
員
（
福
祉
課
）

行
方
不
明
の
人
を

さ
が
す
相
談
所

京
都
府
警
察
本
部
で
は
、
今
年

も
「
行
方
不
明
の
人
を
さ
が
す
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ｙ
と
き
…
9
月
2
4
日
宙
か
ら
3
0

日
印
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で
▼
と
こ
ろ
…
国
鉄

京
都
駅
烏
丸
西
口
、
団
体
待
合
室

（
西
口
を
出
た
と
こ
ろ
の
西
側
2

階
）
（
宇
治
警
察
署
）

Ｉ
争
1
1
1
1

公民館のお知らせ第
3
回

子
ど
も
映
画
会

楽
し
い
映
画
か
工
映
し
ま
す
。

お
友
だ
ち
と
見
に
き
て
く
だ
さ

い
。ｖ

と
き
・
・
・
9
月
回
目
困
、
午

後
6
時
半
～
8
時
▼
と
こ
ろ
・
：

小
倉
公
民
館
▼
上
映
ｍ
吊
＝
‐

「
そ
ば
か
す
太
郎
」
テ
ュ
メ
ー

シ
ョ
ン
1
1
一
分
）
、
ｓ
「
り
ゅ
う
の

目
の
な
み
だ
」
ア
ユ
メ
ー
シ
ョ

ン
2
0
分
）
、
閲
ア
″
ち
ゃ
ん
の

詩
」
（
児
京
劇
映
川
3
5
分
）
。

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
講
座

地
域
の
子
ど
も
会
や
文
Ⅲ
な

ど
で
活
動
し
て
い
た
だ
こ
う
と

婦
人
を
対
象
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
育
成
講
座
」
を
間
き
ま
す
。

お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
日
程
・
：
左
表
▼
時
間
…
午

前
9
時
半
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…

宇
治
市
公
民
館
▼
対
象
…
婦
人

▼
教
材
費
・
＝
実
費
▼
定
員
…
3
0

人
（
先
着
順
）
▼
申
込
み
・
：
は

が
き
か
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

婦人ボランティア育成講座の日程・内容

治里尻7ｌの

）

‥・木幡内畑

90）

・‥小介町寺

7）

市
民
ア
ト
リ
エ

水
彩
画
コ
ー
ス

あ
な
た
も
水
彩
画
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。
初
心
考
の
人
を

対
策
に
行
い
ま
す
。

ｖ
日
程
・
■
ａ
＞
川
3
0
日
Ｉ
作
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
水
彩
圃
に

つ
い
て
（
川
具
、
川
材
の
説
明
）
、

1 0
則
7
日
＝
く
だ
も
の
（
描
き

方
の
講
義
、
デ
″
サ
ン
）
、
1
0
バ

1
4
日
1
く
だ
ち
の
（
淡
彩
仕
上

り
）
1
0
月
2
1
日
～
化
（
描
き
方

の
講
義
、
実
Ｊ
‥
）
、
1
0
Ｈ
2
8
日
‥
‥

花
（
コ
ン
テ
淡
彩
、
仕
上
り
）
、

1
1
月
4
日
＝
風
景
（
描
き
方
の

ｒ
ｉ
り
．
ｓ
ｆ
‐
・
‘
ｊ
Ｊ
χ
1
1
1
1
1
！
ひ
義
五
巴
1
ｙ
1
Ｆ
―
風

景
（
不
透
明
ぬ
彩
仕
上
り
）
▼

時
間
…
午
後
1
時
半
～
3
時
半

▼
会
場
・
・
小
倉
公
民
館
▼
対
象

：
市
内
在
住
の
1
8
歳
以
上
の
人

▼
定
り
・
・
2
5
人
▼
教
材
費
・
＝
三

百
円
▼
用
具
・
：
各
自
で
持
参
▼

指
導
・
・
パ
ン
リ
ア
ル
美
術
協
会

会
員
・
橋
本
幸
志
さ
ん
▼
申
込

み
…
往
復
は
が
き
に
庄
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い

て
、
9
月
2
1
日
ま
で
に
小
倉
公

民
館
へ
。
応
募
者
多
数
の
場
台

は
抽
せ
ん
で
決
定
し
通
知
。

ａ程 内容 予定講師

1 ≫）ｌ24日（卜
ＩＳＩｔｉ式λ心を進めるにあた－，て

乍乱ｒｉｉ・公尺館Ｓｌｉｌｉ竹中■£

り ～ 1朗4ｍｉｌ〕卜公れずｉボランティア，，’，≪1－ボランテり－．／●ｔは
池卜人丿町政ｉ一鳴入雌

3 111）19日巾 ｌｔ公教町ホランテｆア，，’，≫’Ｊ2・ホうンテ（Ｔ活動＾，，Ｃ義リ「卜割

4 1｜］）ＩＩ6日出ボランティアｉｉ’ｉ勣とレクリＪ＿一一ンョン1レクリエーシフンｉｎｋ公私？（■由紀＜

5 ＩＩ川2Ｌ小ね ボランティアｉ．’．動とレクリエーション2

6 Ｉ（ｌｌ｜2’ｊ日（，ｆｃ）
ニともをとりまく今日の丈化状ｉｌｉｒｊ少年月碩蜜

■Ｈｉｔン、野怯

－

1 11）18Ｈｉｌｌ）ボランテ（ｒと（ｉｉ｜（ｉ；ｉ，’，動町外乱勣サークル卜ｆ．剛

Ｓ 11）112田卜 ボランティアと＆町制1（シ十リオ作‘）1人形制寸－クル「とらニろう」余Ｕ

9 11）117田和 ボランティアとＡＩｔｉＨｉｉｌ2（Ａ杉つ＜り・）

1（111）｜19ＨＩ卜ボ弓ンティアｉ人ｌｔ！劇3ＩＡｌｆＳ－Ｊくり）

11ｎ）ｌ26田紬ボランティアと人杉劇4（・≪ｆ，’）

12 11）12朗川
ボランティアと人杉制5｛公，・卵

13 12（13田卜 ■ｔ－ガのｉ．とめ今後のありなについて十ｉｎ，¶／ｉ；民如Ｉ；・ｈ
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